


飯田市農業振興地域整備計画 変更等理由書 
 

                                      飯 田 市 
 

１ 計画策定・変更の経過 

  飯田市農業振興地域整備計画は、昭和46年９月22日に策定され、その後３度の全体見直しを

行ったほか、年に４回を基本に、農業振興地域の整備に関する法律（以下「法」という）第 13

条１項の規定に基づく変更を行ってきた。 

  今回、上記規定に基づき、令和８年１月～同年３月の間に受け付けた申出について各機関で審

査した結果をもとに、以下のとおり飯田市農業振興地域整備計画を変更する。 

 

（１）農用地区域からの除外について 

   各案件とも法第13条第２項各号の要件を全て満たしており、農用地区域から除外する。 

 

２ 計画の変更内容と理由 

（１）変更理由 

   経済事情の変動、その他情勢の推移 

 

（２）変更の必要が生じたと判断する具体的な理由（除外） 

   別紙、整備計画変更概要書のとおり 

 

 



（様式３）

整　備　計　画　変　更　概　要　書

市町村名　　　飯　田　市　　　

１　変更の理由

（１） 変更理由の区分（当てはまるものに○印）

①　基本方針の変更　　　　　 ②　農業振興地域の区域の変更

③　基礎調査結果 ④　経済事情の変動その他情勢の推移

（２） 変更の必要が生じたと判断する具体的な理由

(具体的な理由が異なるものが複数ある場合は、各々の理由ごとに分けて記載すること。）

案件番号

全

案件番号
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　住宅への進入路と駐車場を確保したいとするものであり、その規模も適当で農用地区域以
外の土地に立地することが困難と認められること、農用地の集団化・農作業の効率化等の農
業上の利用に支障がないと認められること、周辺の土地改良施設の機能に支障を及ぼすおそ
れがないと認められることから、農用地区域から除外する。

　営農を引き継ぐため、実家の近隣に住宅を建築したいとするものであり、その規模も適当
で農用地区域以外の土地に立地することが困難と認められること、農用地の集団化・農作業
の効率化等の農業上の利用に支障がないと認められること、周辺の土地改良施設の機能に支
障を及ぼすおそれがないと認められることから、農用地区域から除外する。

　自宅への進入路と倉庫（兼車庫）を整備したいとするものであり、その規模も適当で農用
地区域以外の土地に立地することが困難と認められること、農用地の集団化・農作業の効率
化等の農業上の利用に支障がないと認められること、周辺の土地改良施設の機能に支障を及
ぼすおそれがないと認められることから、農用地区域から除外する。

　生活環境の向上と、将来の両親の介護を見据え、実家の近隣に住宅を建築したいとするも
のであり、その規模も適当で農用地区域以外の土地に立地することが困難と認められるこ
と、農用地の集団化・農作業の効率化等の農業上の利用に支障がないと認められること、周
辺の土地改良施設の機能に支障を及ぼすおそれがないと認められることから、農用地区域か
ら除外する。

　手狭になったため住宅を建築し、近隣に住む親類の世話をしていきたいとするものであ
り、その規模も適当で農用地区域以外の土地に立地することが困難と認められること、農用
地の集団化・農作業の効率化等の農業上の利用に支障がないと認められること、周辺の土地
改良施設の機能に支障を及ぼすおそれがないと認められることから、農用地区域から除外す
る。

具　体　的　な　理　由

　飯田市農業振興地域整備計画は、昭和45年３月30日に策定され、その後、昭和50年、平成
７年、平成20年に全体見直しを行ったほか、毎年３～４回、農業振興地域整備計画のうち農
用地利用計画に係る随時変更を行ってきた。
　今回、経済事情の変動その他情勢の推移に伴う地域住民等からの申出があり、調整を図っ
たところ農業振興に支障がないと認められるため、飯田市農業振興地域整備計画における農
用地利用計画の変更を行うものである。

具　体　的　な　理　由　（ 除外 ）

　工場増設により不足する駐車場を確保したいとするものであり、その規模も適当で農用地
区域以外の土地に立地することが困難と認められること、農用地の集団化・農作業の効率化
等の農業上の利用に支障がないと認められること、周辺の土地改良施設の機能に支障を及ぼ
すおそれがないと認められることから、農用地区域から除外する。
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　自宅への進入路を確保したいとするものであり、その規模も適当で農用地区域以外の土地
に立地することが困難と認められること、農用地の集団化・農作業の効率化等の農業上の利
用に支障がないと認められること、周辺の土地改良施設の機能に支障を及ぼすおそれがない
と認められることから、農用地区域から除外する。

具　体　的　な　理　由　（ 除外 ）

　受注増加に伴い、不足している資材置場と進入路を確保したいとするものであり、その規
模も適当で農用地区域以外の土地に立地することが困難と認められること、農用地の集団
化・農作業の効率化等の農業上の利用に支障がないと認められること、周辺の土地改良施設
の機能に支障を及ぼすおそれがないと認められることから、農用地区域から除外する。

　住宅の庭を整備したいとするものであり、その規模も適当で農用地区域以外の土地に立地
することが困難と認められること、農用地の集団化・農作業の効率化等の農業上の利用に支
障がないと認められること、周辺の土地改良施設の機能に支障を及ぼすおそれがないと認め
られることから、農用地区域から除外する。

　自宅の庭を整備したいとするものであり、その規模も適当で農用地区域以外の土地に立地
することが困難と認められること、農用地の集団化・農作業の効率化等の農業上の利用に支
障がないと認められること、周辺の土地改良施設の機能に支障を及ぼすおそれがないと認め
られることから、農用地区域から除外する。



２　変更の概要 （単位：㎡）

農地
採草

放牧地
混牧林地

農業用
施設用地

農家住宅 718.75 718.75 2, 4, 8, 10

一般住宅 2,080.53 2,080.53 3, 5, 6, 7

事業所等 2,441.87 2,441.87 1, 9

公共施設等

農業用施設

植林

その他

計 5,241.15 5,241.15

（うち影響緩和措置の対
象となる除外目的変更
による農地減少面積）

(5,241.15) (5,241.15) (     ) (     )

(     ) (     ) (     )

5,241.15 5,241.15

３　市町村農業振興計画変更にあたっての関係団体等（農振協議会）からの意見聴取

（１） 意見聴取（農振協議会開催）年月日

　飯田市農業振興地域整備推進審議会　　

農振除外等申出 令和８年１月～３月受付分審議（令和８年７月７日開催）

（２） 主な意見

４　基礎調査に基づく変更（総合見直し）によらず計画を変更せざるを得ない理由

　各事業計画に緊急性があり、次期基礎調査に基づく変更では間に合わないため。

除
　
　
　
　
　
　
　
外

自然的不適当地

（うち山林原野）

具
体
的
な
転
用
案
件

　申出地の除外については、農業振興地域の整備に関する法律第13条第２項各号の要件を満たし
ており、農業振興地域整備計画の変更はやむを得ないと認められる。

案件番号

不相当地
（法第６条第３項関係等）

除外面積計

用途区分
面　積

編入

用途区分の変更


